
記事の書き方――私の場合

2018年8月25日／レイバーネット夏季合宿
ジャーナリスト・山口正紀

〈はじめに〉
●媒体によって異なる記事の書き方（取材方法も）――新聞、雑誌、ＷＥＢ
●媒体の特徴、記事スタイル、表記原則に沿った書き方が必要

●映像・写真中心か活字・記事中心かで取材・記事には大きな違い

●共通して大切なのは「伝えたい」という思いと、それを的確に伝える技術

１――記事作りは、取材の段階から意識して

⑴取材を始める前の準備

①取材テーマ、内容にそって、できる範囲で事前の準備を

・裁判――争議や事件内容を調べてメモしておく
・インタビュー――できれば、取材対象の書いたものなどに目を通しておく
・集会――ネットなどで基本的な内容を把握
②取材の際に聞くべくことをあらかじめ項目化してメモしておく
・特にインタビューの場合は、事前の情報収集をもとに綿密に

⑵取材では

①活字中心の場合は、可能な限り、詳しくメモを取る（可能なら録音も）
②映像中心の場合は、メモよりカメラ・画像に力を
③取材中に「どんな記事にするか」「どんな映像にまとめるか」を意識し、記事展開に必要なエビデンス（根拠、証拠）はそろったかどうかを確認しながら取材する（後で聞きたいことが出てきても「後の祭り」になることも）
・記事の書き出しやクライマックスに使えそうな出来事、場面は、状況、時間、発言内容などを特に気を付けてメモしておく
・裁判では法廷前の掲示で裁判官の名前を確かめておく

・取材相手の公務員には、必ず名前・役職を聞いておく

④取材中の「発見」を大切に
・事前準備で気づかなかったこと、発見があるのが取材の面白さ

・取材では、その発見を大事にし、相手の言葉を引き出す質問を心がける

⑤プライバシーの確認

・取材対象に、名前や写真・映像を出していいかどうか、確認する

２――記事の書き方

⑴記事を書き始める前に

①いつまでに記事を完成させるか――締め切りを最優先する

・活字メディアの場合は絶対厳守（締め切り遅れは、ライター失格）
・ＷＥＢでは多少の融通が聞くが、速報性か、詳報か、内容によって判断

②何を書くか、執筆の前に整理する（パソコンまたはレポート用紙でも）
・記事の論点をメモに書き出し、書こうとする記事の展開順に並べてみる
・各論点に必要なエビデンスもメモ書きする

③記事の分量にそって、記事の展開を考えてみる
・新聞、雑誌などでは、字数の指定があるので、書けることは制限される

・ＷＥＢではあまり字数制限はないが、それでも長すぎる記事は読まれないので、それなりの工夫が必要

・昨年12月の「裁判所前の男」勾留理由開示法廷の記事では、別稿化を意識

法廷の進行などの本記、警備＝弾圧法廷のサイド記事、弁護人、本人の陳述
⑵記事を書く際に意識していること

①最も重要なのは、わかりやすさ

・「中学生が読んでわかる文章」を心がける（中学生もけっこう理解力があるが）

・いちばん伝えたいことが読み手に伝わるような記事になっているかどうか
・説得力のある文章展開になっているかどうか――独りよがりの展開や独断的結論は、結局何も伝わらない自己満足に
・専門的な用語は、できるだけ平易に説明する――その分、記事が長くなっても、「わかりやすさ」を優先する
②読みやすい記事を書くのに必要なテクニック
・一つの文（センテンス）をできるだけ短くする

たとえば《○○であるが、それに対して××は》⇒《○○である。しかし、それに対して××は》

・改行をなるべく多くする（読む側への視覚上の配慮）

・比較的長い談話部分は、できれば独立したセンテンスにする

　たとえば、《これについて○○は「……　　」と言った》

⇒《これについて○○は言った。（改行して）「…　　　　　」》

・文章のリズム感を大切にする
書きながら、書いた文章を声に出して読んでみて、読みやすいリズムになっているかどうか。リズム感を出すには、体言止めを効果的に
③前文（リード）と本文
・長い記事には、できれば記事全体の主旨を要約した前文（Ａ）、または記事について読者の興味を惹起するような文章（Ｂ）をつける

Ａ　記事の要素5Ｗ１Ｈのうち、「いつ、どこで、だれが、なにを」を入れた記事全体の要約（「なぜ、いかに」は本文で）

Ｂ　記事のなかで、もっとも衝撃的な本質にかかわる部分を短く端的に
④見出し

・前文をさらに短くし、記事で伝えたいことの中核を短い言葉に集約する
・見出しの字数は、媒体にもよるが、新聞の３本見出しなら「８－９－10字」、雑誌の２本見出しなら「10～15－10～15字」程度でまとめる
・見出しは、記事を書き終えた後で考えた方がいい（最初に見出しを考え始めると、堂々めぐりして時間の無駄になることが多い）

・長い記事には、途中で何カ所かに１０字程度の小見出しを

⑤字数・行数調整は記事を書いた後で

・字数が決まっている記事の場合、記事の要素、エビデンス、書き出しをどうするか、結論をどうまとめるか、など、最初に大ざっぱな見通しを立てたうえで、どれぐらいのエビデンスが入るかを考え、とにかく書いてみる

・書いている途中で字数調整をすると、時間がかかるうえ、結局全体のバランスが悪くなり、書き直しになることが多い

・まずは、ざっと書いたうえで、字数（行数）を数える。

・字数が不足している場合は、書くのを我慢したエビデンスを補足する

・字数が多すぎる場合は（こうなることがほとんど）、全体のバランスを見ながら、削る（大幅に超過している時は、エビデンスをカットする、微調整で済む場合は、あちこちの表現を少しずつ短くする）
⑥記事のチェック
・記事を書き終えたら、よほど締め切りが切迫していない限り、一度は紙に印刷して読んでみる（パソコン画面上のチェックでは、見落としが多い）

・チェックのポイントは、言いたいことが伝わる記事になっているかどうか、論理的に矛盾がないか、わかりにくい部分がないか

・表記についても、誤記・変換ミス（パソコンではしばしば発生）はもちろん、「ある個所で漢数字なのに別の個所で洋数字」になっていたり、漢字と平仮名の両方を使っていたりすることがあり、それを統一する必要がある

・特に、人の名前など固有名詞の間違いだけは絶対に避けたい

⑦その他
・「私」のある文章を心がける――記事スタイル（速報、レポート、ルポなど）にもよるが、新聞記事のような「客観性」を装った主張のない記事ではなく、できるだけ、記事の中に自分の主張・思いを書く
・引用したり、参考にしたりした文献は、記事中、必ずそのことを明記する
３――「人権と報道」の視点

⑴事件報道と匿名報道原則
①権力監視と人権・プライバシー
・公人の事件では、事件の構造や背景を詳細に報道＝市民社会の自治のために必要な公人の氏名情報、公人として社会に説明する責任
・一般刑事事件では、捜査が法に基づいて行われ、被疑者の人権が守られているかチェック＝私人の氏名は、不要であるだけでなく、報道被害の原因に
・冤罪などで、実名で被害を訴える人の場合は、本人の意思確認を経て
②報道被害をなくす第一歩として
・名前が出たら致命的という「報道される側」の思い
・被害者の報道被害も「実名・顔写真・プライバシー報道」に起因
③問われる「事件報道の構造と意味」
・警察情報依存型の事件報道・犯人視報道からの脱却
・「発表」は「発表」として、最低限の「事実報道」に抑制すること
・「社会的背景」報道は、裁判取材の中から
④記者の取材スタンスをどこにおくか
・「権力を疑う」視点を第一に
⑵差別用語をどう考えるか
①基本は、差別をどうなくしていくかの視点
・ハンセン病を「天刑病」と呼んだ歴史（偏見と無知）

・ＬＧＢＴ差別（杉田議員は自明だが、ゲイを笑いのネタにするテレビは）

・フクシマ、オキナワ、在日、被差別部落

②比喩、慣用句として使われる疾患名、「障害」
・あいつは組織の「がん」だ

・盲目的、近視眼的、自閉症的
・ツンボ桟敷、めくら判、キチガイじみた
・片手落ち＝「片手」「落ち」ではなく「片」「手落ち」だが…

③男性優位社会で慣習的に使われる性差別的表現

・「女房役」（捕手）「女社長」「男勝り」「美人弁護士」

・性別役割分業固定、「男＝普通、女＝特別」、「女＝劣った性」の価値観

③差別的に使われた歴史を持つ言葉のむずかしさ
・「ブラック企業」をどう考えるか
④当事者への想像力を働かせた言葉使いを
・安易に慣用句で済まさず、ほかに適当な言葉はないかを探す努力
・差別の実態を知ること、当事者の苦痛、思いを学び、知ること

・常に差別と闘う立場から言葉を考えて使う
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